










































り,時の重要問題 curren= opicsの-1端を可成りうかがう事が出来た｡ 1954-5年
頃より1960年頃迄は所謂物性物理理論の高揚期の一つであったように思われる｡私








































































後記 :.専 ら記憶に頼 り,事実を一つ一つ check する暇がありませんでしたので,間
違い,思い違い等があれば御許 し下さいます様御願い致します｡
〝物 性 研 究 〝 創 刊
名大 ･理 長 岡 洋 介
この原稿 を書 くため,図書室に入って書棚に並んだ物性論研究と物性研究をながめて
みた｡白い表紙の物性論研究ははじめの東大編集の分はそろっていないが,阪大編集の
分は1949年から1957年3月発行の106号まで約9年つづいている..このあと
京大編集による黄色い表紙の物性論研究第 2集は5年ほどつづく｡ そして青表紙の物性
研究はもう10年になるわけである｡まだ白表紙には及ばないが,黄表紙はとうに越 し
てしまったことになる｡創刊当時の事情を思いおこしてみると,よくつづいたものだと
いうのが私のいつわらざる感想である｡実のところ,私はもっと早 くつぶれてしまうだ
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